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１．はじめに①１．はじめに①１．はじめに①１．はじめに①
� 同じ事態を言語で表現する場合

→話者の母語が異なると、話者によって採られる

表現の仕方は必ずしも同じになるとは限らない。

同じ事態＜これから生まれる子ども＞

日本語：「生まれてくる子ども」

韓国語：「태어나오는 」→×

「태어나는 아이」→○
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2．理論的な枠組み①．理論的な枠組み①．理論的な枠組み①．理論的な枠組み①

事態把握とは？事態把握とは？事態把握とは？事態把握とは？

� 〈事態把握〉(construal) ：言語化に先立って、話
者が言語化の対象とする事態について何を表現
し、何を表現しないか、そして表現するものにつ
いてはどれをどのように表現するか、つまり、自
らとの関連で言語化しようとする事態を自らとの
関連でどう意味づけするかという営み。

→〈認知言語学〉(cognitive linguistics)の

重要な概念の一つ。
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2.理論的理論的理論的理論的なななな枠組み枠組み枠組み枠組み②：②：②：②：池上池上池上池上(2003、、、、2004、、、、2006a～～～～b)

〈〈〈〈主観的把握主観的把握主観的把握主観的把握〉〉〉〉 (subjective construal)とととと

〈〈〈〈客観的把握客観的把握客観的把握客観的把握〉〉〉〉 (objective construal)

� 〈主観的把握〉 (subjective

construal)と
〈客観的把握〉 (objective

construal)

� 〈主観的把握〉

� 認知(そして発話)の〈主

� 体〉でもある話者が言語

� 化の対象とする事態の中

� に臨場して、いわば〈客体

� と融合し、それを〈主体〉と

� しての自らが体験するとい

� う様相で捉える。

〈主観的把握〉

話者が言語化しようとす

る事象の中に自分の身を

置き、自分の知覚する事

象を自分の体験として〈自

己-中心的〉(ego-centric, 

ego-centered)なスタンス

で描くという捉え方

〈客観的把握〉
話者が言語化しようと

する事象の外に身を置

き、自分の知覚する事

象を〈客体化〉し、〈客

観的〉なスタンスで描く

という捉え方
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2．．．．理論的理論的理論的理論的なななな枠組み枠組み枠組み枠組み④：④：④：④：池上池上池上池上(2003、、、、2004、、、、2006a～～～～b)

日本語話者における日本語話者における日本語話者における日本語話者における〈〈〈〈好まれる言い回し好まれる言い回し好まれる言い回し好まれる言い回し〉〉〉〉

(fashions of speaking)としてのとしてのとしてのとしての〈〈〈〈主観的把握主観的把握主観的把握主観的把握〉〉〉〉

(1)〔道に迷って人に尋ねるとき〕

a. Where am I？ (cf. Where is she?）

b. ここはどこですか。 （池上,2006a:183）

(1a)英語話者：話者は主体として自らの言語化しようとす

る事態を客体化し、それと対立するというスタンス。

(1b)日本語話者：〈自己〉は〈自己〉。その〈自己〉は知覚の

原点として知覚の対象にならない。→発話の中で言語
化されない →〈ゼロ〉化
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英語の英語の英語の英語の〈〈〈〈自己分裂自己分裂自己分裂自己分裂〉〉〉〉(self split)と日本語のと日本語のと日本語のと日本語の〈〈〈〈自己投自己投自己投自己投
入入入入〉〉〉〉(self projection) 図１：図１：図１：図１：池上池上池上池上(2006a:184)に基づいて作成に基づいて作成に基づいて作成に基づいて作成)

話し手としての自己

？？？？

？？？？

Where am I?

＜他者＞化された自己

ここはどこ？

?

話し手としての自己
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語用論の観点から語用論の観点から語用論の観点から語用論の観点から(井出井出井出井出、、、、2006)
図図図図2：：：：日英語話者間の認識スタンスの日英語話者間の認識スタンスの日英語話者間の認識スタンスの日英語話者間の認識スタンスの差差差差

英語：英語：英語：英語：(b) Mary gave me this book.

日本語：日本語：日本語：日本語：(a) メアリーがメアリーがメアリーがメアリーが(私に私に私に私に)(この本この本この本この本)(をををを)くれたのよ。くれたのよ。くれたのよ。くれたのよ。
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3. 先行研究先行研究先行研究先行研究

ⅰ．共起制約の有無；姜桂千(1996)

持続性「kata/ota」 ＋ [＋瞬間性]の本動詞

＝共起しない。

ⅱ．起動相マーカーの有無：조석호（1996）

日本語の「てくる」 有、韓国語の「e ota」 無。

しかし、先行研究では説明しきれない部分がある。
（例）日本語：「だんだん暖かくなってきました」

韓国語「따듯해져 왔네요(×)」、「따뜻해졌어요(○)」→なぜ？
第第第第4章；章；章；章；「ていく「ていく「ていく「ていく/くる」と「くる」と「くる」と「くる」と「어어어어 가다가다가다가다/오다오다오다오다」の用法」の用法」の用法」の用法の差異→の差異→の差異→の差異→

日本語話者と韓国語話者間の日本語話者と韓国語話者間の日本語話者と韓国語話者間の日本語話者と韓国語話者間の〈〈〈〈事態把握事態把握事態把握事態把握〉〉〉〉の相違から生じるの相違から生じるの相違から生じるの相違から生じる。。。。
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4. 分析・考察：三つの観点分析・考察：三つの観点分析・考察：三つの観点分析・考察：三つの観点

①「ていく①「ていく①「ていく①「ていく/くる」と「くる」と「くる」と「くる」と「어어어어 가다가다가다가다/오다오다오다오다」の」の」の」の〈〈〈〈直示性直示性直示性直示性〉〉〉〉は、は、は、は、本動詞の「行く本動詞の「行く本動詞の「行く本動詞の「行く/来来来来
る」と「る」と「る」と「る」と「가다가다가다가다/오다오다오다오다」から動機づけられている」から動機づけられている」から動機づけられている」から動機づけられている。。。。

②②②②〈〈〈〈空間的移動空間的移動空間的移動空間的移動〉→〈〉→〈〉→〈〉→〈時間的移動時間的移動時間的移動時間的移動〉→〈〉→〈〉→〈〉→〈ある状態ある状態ある状態ある状態/事態への移行事態への移行事態への移行事態への移行〉〉〉〉をををを

表す用法にまで拡張されること。→それらの用法の背後には共表す用法にまで拡張されること。→それらの用法の背後には共表す用法にまで拡張されること。→それらの用法の背後には共表す用法にまで拡張されること。→それらの用法の背後には共
通の認知的な動機づけがある。通の認知的な動機づけがある。通の認知的な動機づけがある。通の認知的な動機づけがある。

③③③③ 「ていく「ていく「ていく「ていく////くる」と「くる」と「くる」と「くる」と「어어어어 가다가다가다가다////오다오다오다오다」における」における」における」における用法の差異の背景：日用法の差異の背景：日用法の差異の背景：日用法の差異の背景：日

本語話者の方が韓国語話者より本語話者の方が韓国語話者より本語話者の方が韓国語話者より本語話者の方が韓国語話者より〈〈〈〈主観的把握主観的把握主観的把握主観的把握〉〉〉〉の方向に強く傾の方向に強く傾の方向に強く傾の方向に強く傾
くことを考察。くことを考察。くことを考察。くことを考察。

� 分析の対象：「動詞1-te動詞2」という副動詞構文(converb

construction)において動詞2の位置に現れる「ていく/くる」
と、それに対応する「어 가다/오다」
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4.1 〈〈〈〈直示性直示性直示性直示性〉〉〉〉
「行く/kata」と「来る/ota」の使い分けの原理

「来る「来る「来る「来る/ota」」」」
話者の視座に近づく移動として認識した場合話者の視座に近づく移動として認識した場合話者の視座に近づく移動として認識した場合話者の視座に近づく移動として認識した場合[直示的直示的直示的直示的] →例→例→例→例(4)

「行く「行く「行く「行く/kata」」」」
(ⅰⅰⅰⅰ)話者の視座から遠ざかる移動として認識した場合話者の視座から遠ざかる移動として認識した場合話者の視座から遠ざかる移動として認識した場合話者の視座から遠ざかる移動として認識した場合[直示的直示的直示的直示的] →例→例→例→例(5)

(ⅱⅱⅱⅱ)話者の視座と関係ない移動そのものを表す場合話者の視座と関係ない移動そのものを表す場合話者の視座と関係ない移動そのものを表す場合話者の視座と関係ない移動そのものを表す場合[非非非非直示直示直示直示的的的的] →例→例→例→例(6)

(2)a.韓国の大統領が日本に韓国の大統領が日本に韓国の大統領が日本に韓国の大統領が日本に来た来た来た来た。。。。
b.한국의한국의한국의한국의 대통령이대통령이대통령이대통령이 일본에일본에일본에일본에 왔다왔다왔다왔다.

(3)a.日本の総理が中国に日本の総理が中国に日本の総理が中国に日本の総理が中国に行った行った行った行った。。。。
b.일본의일본의일본의일본의 총리가총리가총리가총리가 중국에중국에중국에중국에 갔다갔다갔다갔다.

(4)a. 竜馬竜馬竜馬竜馬がががが行行行行くくくく。。。。
b. 료마가료마가료마가료마가 간다간다간다간다.
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4.2 「ていく「ていく「ていく「ていく/くる」と「くる」と「くる」と「くる」と「어어어어 가다가다가다가다/오다오다오다오다」のスキーマ」のスキーマ」のスキーマ」のスキーマ①①①①
⇒⇒⇒⇒ 図図図図3～図～図～図～図9を参照を参照を参照を参照

「ていく/くる」と「어 가다/오다」

のスキーマ(schema)を分析

するに当たり、以下の二つの

観点から分析。

ⅰ．〈直示性〉

ⅱ．「起点－経路－着点」のど
ちらが際立つのか

山添(2003)：「『起点－経路

－着点スキーマ』のうちで、

ある要素が動詞の語彙的意

味特性から重要になることを、

その要素が『プロファイル

(profile)』されると呼び、情

報構造において、ある要素が

話者の関心から重要になる

ことを、その要素が『焦点化

(focus)』されると呼ぶ。」

(p.10) 

注：スキーマとは、「カテゴリーの全成
員に共通して想定される抽象的な理想
像」(吉村、2004:47)のことである。
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図図図図3～図～図～図～図4：「てく：「てく：「てく：「てくるるるる」のイメージスキーマ」のイメージスキーマ」のイメージスキーマ」のイメージスキーマ
図図図図5：：：： 「「「「어어어어 오다오다오다오다」のイメージスキーマ」のイメージスキーマ」のイメージスキーマ」のイメージスキーマ

図3：「てくる」のスキーマ①(直示的)

起点 着点

経路

図4：「てくる」のスキーマ②(非直示的)

起点 着点

経路

図5：「어 오다」のスキーマ①(直示的)

起点 着点

経路
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図図図図6～図～図～図～図7：「ていく」のイメージスキーマ：「ていく」のイメージスキーマ：「ていく」のイメージスキーマ：「ていく」のイメージスキーマ
図図図図8～図～図～図～図9：：：： 「「「「어어어어가다가다가다가다」のイメージスキーマ」のイメージスキーマ」のイメージスキーマ」のイメージスキーマ

図6：「ていく」のスキーマ①(直示的)

起点 着点

経路

図7：「ていく」のスキーマ②(非直示的)

起点 着点

経路

図8：「어 가다」のスキーマ①(直示的)

起点 着点

経路

図9：「어 가다」のスキーマ②(非直示的)

起点 着点

経路
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4.3.1日本語と韓国語における「ていく日本語と韓国語における「ていく日本語と韓国語における「ていく日本語と韓国語における「ていく/くる」くる」くる」くる」と「と「と「と「어어어어
가다가다가다가다/오다오다오다오다」」」」の使用頻度の使用頻度の使用頻度の使用頻度
� 資料：日本語小説5冊とその韓国語訳5冊
� 日本語の「ていく/くる」：総946例のうち、「てくる」：674例

(71.3％)、「ていく」：272例(29.7％)

132例

(100％)

140例

(100％)

295例

(100%)

379例
(100％)

計

69例

(52.3%)

32例

(22.9%)

226例
(76.6%)

47例
(12.4％)

対応しな
い例

63例

(47.7％)

108例

(77．1％)

69例
(23.4％)

332例
(87.6%)

対応する
例

拡張用法空間用法拡張用法空間用法

「ていく」と「어 가다」「てくる」と「어 오다」

表1
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4.3.2 「ていく/くる」と「어 가다/오다」の空間用法①

〈継起系〉と〈同時系〉

〈継起系〉

(5) a.「このダウンジャケット、須藤くんに借りてきて正解よ」【東京54】

b. 이이이이 오리털오리털오리털오리털 파카파카파카파카, , , , 스토군에게스토군에게스토군에게스토군에게 빌빌빌빌려오려오려오려오길길길길 정말정말정말정말 잘했네잘했네잘했네잘했네

[동경64]

〈同時系〉

(6) a. 私たちは、ソファに腰かけたままさらに待つ。･･･(略)/

柿井さんはひょこひょこ歩いてきた。 【きら142】

b. 우리는우리는우리는우리는 소파에소파에소파에소파에 앉은앉은앉은앉은 채채채채 기다린다기다린다기다린다기다린다. . . . ････････････카키이카키이카키이카키이 씨가씨가씨가씨가 종종종종종종종종

걸걸걸걸어어어어 왔왔왔왔다다다다.... [반짝반짝반짝반짝143]

(7) a.「あなたは案内した人をみんなあそこに連れていくの？」

【神の141】

b. 당신이당신이당신이당신이 안내한안내한안내한안내한 사람은사람은사람은사람은 모두모두모두모두 거기로거기로거기로거기로 데데데데려가려가려가려가나요나요나요나요????

[신의132]
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4.3.2 「ていく「ていく「ていく「ていく/くる」と「くる」と「くる」と「くる」と「어어어어 가다가다가다가다/오다오다오다오다」の空間用法」の空間用法」の空間用法」の空間用法②②②②

＜＜＜＜移動方向の明示化＞

(8) a. そうでなくても、教室を出るとき、 ･･･[我々42]

b. 그렇잖아도그렇잖아도그렇잖아도그렇잖아도 교실을교실을교실을교실을 ｛｛｛｛나올나올나올나올/*/*/*/*날날날날｝｝｝｝때때때때,･･･ 【我々54】

(9) a. 亮介が･･･ふたたび席に戻ってくると、【東京18】

b. 료스케가료스케가료스케가료스케가 다시다시다시다시 자리로자리로자리로자리로｛｛｛｛돌아오돌아오돌아오돌아오/??/??/??/??돌돌돌돌｝｝｝｝자자자자

[동경23]

「帰る、降りる、戻る、入る、出る」など移動を表し、

方向性を持つ動詞が「ていく/くる」に前接する場合

→日本語では、単独で用いられる場合もあるが、

韓国語では必ず「e kata/ota」が付いた形しか使えない。
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4.3.3「ていく「ていく「ていく「ていく/くる」と「くる」と「くる」と「くる」と「 어어어어 가다가다가다가다/오다오다오다오다 」の拡張用法」の拡張用法」の拡張用法」の拡張用法①①①①

＜行為の反復＞＜行為の反復＞＜行為の反復＞＜行為の反復＞

(10) a. でも説得で彼の考えを変えられるわけでもないし、

そんなのたくさん見てきた。説得の嘘ワールドを。

【ハチ47】

b. ･･･略/그런그런그런그런 일을일을일을일을 많이많이많이많이 보보보보아왔아왔아왔아왔다다다다. . . . 설득의설득의설득의설득의 거짓말거짓말거짓말거짓말

월드를월드를월드를월드를.... [하치44]

(11) a. わが牛は一年に一匹ずつ仔を生んでいった。

b. 우리우리우리우리 소는소는소는소는 일년에일년에일년에일년에 한한한한 마리씩마리씩마리씩마리씩 새끼를새끼를새끼를새끼를 낳낳낳낳아아아아 갔갔갔갔다다다다....

(박선옥、2002: 102)
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4.3.3 「てくる」と「 어 오다 」の拡張用法②

＜情意直示(Affective deixis) ＞

� Tokunaga(1986:131-136)は、話し手が非主語の位置
にある場合「くる」を使って動作主(主語)の行為について
ネガティブな気持ちを表す場合には話し手自身の心理
的直示を補助動詞「てくる」で示すことに注目して、「く
る」に〈情意直示〉を表す用法があると分析している。

(12) a. トムは私に電話をかけてきた。

b. ?톰은톰은톰은톰은 내게내게내게내게 전화를전화를전화를전화를 걸걸걸걸어어어어 왔왔왔왔다다다다. . . . 

c. c. c. c. 톰한테서톰한테서톰한테서톰한테서 ((((나에게나에게나에게나에게) ) ) ) 전화가전화가전화가전화가 걸걸걸걸려려려려 왔왔왔왔다다다다....

(Tokunaga,1986:132、 国 は )
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4.3.3「ていく「ていく「ていく「ていく/くる」と「くる」と「くる」と「くる」と「 어어어어 가다가다가다가다/오다오다오다오다 」の拡張用法」の拡張用法」の拡張用法」の拡張用法③③③③

＜状態持続＞＜状態持続＞＜状態持続＞＜状態持続＞

(13) a.「私は一人でそれを抱えて生きてきた。」 【神の144】

b.「나나나나 혼자서혼자서혼자서혼자서 간직하고간직하고간직하고간직하고 살살살살아아아아 왔왔왔왔지요지요지요지요....」 [신의134]

(14) a.「ちょっとずつちょっとずつ死んでいくんや。」 【神の69】

b. 조금씩조금씩조금씩조금씩 조금씩조금씩조금씩조금씩 죽죽죽죽어어어어 가가가가는는는는 거야거야거야거야.... [신의72]

状態持続
ⅰ.当該する状態が質的な変化なしに継続すること。
ⅱ.当該する状態が時間推移と共に漸進的に進行すること。
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4.3.3 「ていく」と「「ていく」と「「ていく」と「「ていく」と「 어어어어 가다가다가다가다」の拡張用法」の拡張用法」の拡張用法」の拡張用法④④④④

＜進行する行為＜進行する行為＜進行する行為＜進行する行為/状態が終結の段階に至ることを状態が終結の段階に至ることを状態が終結の段階に至ることを状態が終結の段階に至ることを

表す用法＞表す用法＞表す用法＞表す用法＞
(15) a.작업을작업을작업을작업을 다다다다 해해해해 간간간간다다다다.

b.?作業を全部していく。

(作業がもうすぐ終わる)
(国立国語院、2005:514、日本語は筆者)

(16) 거의거의거의거의 다다다다 죽죽죽죽어어어어 가가가가....

直訳：ほとんど死んでいく。

意訳：もうすぐ死ぬ(死ぬ状態に近くなっている)

→「어 가다」が「持続」を表す用法があることに終結を表す
「끝나다」などの動詞や副詞「다」「거의」などの副詞が
付いた影響で現れたと考える。
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4.3.3 「ていく」と「「ていく」と「「ていく」と「「ていく」と「 어어어어 가다가다가다가다」の拡張用法」の拡張用法」の拡張用法」の拡張用法⑤⑤⑤⑤

＜＜＜＜正常状態から正常状態ではない方への変化正常状態から正常状態ではない方への変化正常状態から正常状態ではない方への変化正常状態から正常状態ではない方への変化＞＞＞＞

(17) 이이이이 생선회는생선회는생선회는생선회는 맛이맛이맛이맛이 갔갔갔갔다다다다.

直訳：このさしみは味が行った。

意訳：このさしみは味が変わった(腐った)。(裵、1985:33)

(18) 그그그그 사람의사람의사람의사람의 머리가머리가머리가머리가 점점점점점점점점 돌돌돌돌아가아가아가아가고고고고 있다있다있다있다. . . . 

直訳:その人の頭がだんだん回っていっている。

意訳:その人のだんだん狂っていく。 (이기동、1977：153)

「어 가다」(や英語の‘go’)は「正常状態から正常状態ではな

い方への変化」を表す用法があるのに対し、「ていく」ではこ

の用法はあまり見られない。
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4.3.3 「てくる」と「「てくる」と「「てくる」と「「てくる」と「 어어어어 오다오다오다오다 」の拡張用法」の拡張用法」の拡張用法」の拡張用法⑥⑥⑥⑥

＜状態変化①＞

(19) a.「私はその生まれてくる男の子に善也という名前を

つけましょう。」 【神の94】

b.「나는나는나는나는 태어날태어날태어날태어날 그그그그 사내아이에게사내아이에게사내아이에게사내아이에게 ………… …………」[신의92]

(20）〔新幹線に乗ったら冷房がきついのでBは上着を着る。
それを見てAが〕

(日本語) A:寒い？／寒くなってきたの？

B:うん、寒い／うん、寒くなってきた。

(韓国語) A:추워추워추워추워????／／／／****추워추워추워추워져져져져 왔어왔어왔어왔어?   ?   ?   ?   

B:B:B:B:응응응응, , , , 추워추워추워추워. . . . ／／／／****응응응응,,,,추워추워추워추워져져져져 왔어왔어왔어왔어....
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4.3.3 「てくる」と「「てくる」と「「てくる」と「「てくる」と「 어어어어 오다오다오다오다 」の拡張用法」の拡張用法」の拡張用法」の拡張用法⑧⑧⑧⑧

＜状態変化②＞

(21) a. そして雨が降ってきた。 【とかげ113】

b. 그리고그리고그리고그리고 비가비가비가비가 내리내리내리내리기기기기 시작했다시작했다시작했다시작했다. [도마뱀109]

� 日本語の「ていく/くる」と韓国語の「「「「어어어어 가다가다가다가다////오다오다오다오다」の用
法の差異は「ていく/くる」と「어어어어 가다가다가다가다////오다오다오다오다」の用法の違
いだけではなく、日韓両言語の話者間の<事態把握>の

相違からなると考察してきた。

� つまり、日本語話者が問題になる事象の中に自分の身
を置き、〈自己-中心的〉に語るといった〈主観的把握〉の

傾向が強いことと関連している。
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4.3.4 「ていく/くる」と「어 가다/오다」の多義構造①

図10:「てくる」の意味ネットワーク
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4.3.4 「ていく/くる」と「어 가다/오다」の多義構造②

図11：「어 오다」の意味ネットワーク

어어어어 오다오다오다오다
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2009/09/06 29

4.3.4 「ていく/くる」と「어 가다/오다」の多義構造③

図図図図12：「：「：「：「ていくていくていくていく」の意味ネットワーク」の意味ネットワーク」の意味ネットワーク」の意味ネットワーク
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4.3.4 「ていく/くる」と「어 가다/오다」の多義構造④

図図図図13:「「「「어어어어 가다가다가다가다」の意味ネットワーク」の意味ネットワーク」の意味ネットワーク」の意味ネットワーク
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4.4「ていく/くる」と「어어어어 가다가다가다가다/오다오다오다오다」の歴史的な発達

の上での差異と現代語への影響

日本語の「ていく/くる」は古く

『万葉集』からその用例が見ら

れる(近藤、2000)

韓国語韓国語韓国語韓国語のののの「「「「어어어어 가다가다가다가다」は中世から使」は中世から使」は中世から使」は中世から使

用されたようだが、「用されたようだが、「用されたようだが、「用されたようだが、「어어어어 어다어다어다어다」は近」は近」は近」は近

代になってようやく出現した代になってようやく出現した代になってようやく出現した代になってようやく出現した(손세손세손세손세

모돌모돌모돌모돌、、、、1996)

(22)a.明けくれば明けくれば明けくれば明けくれば(安気久礼婆安気久礼婆安気久礼婆安気久礼婆)門によりたち門によりたち門によりたち門によりたち (万葉・一七・三九六二・大伴家持万葉・一七・三九六二・大伴家持万葉・一七・三九六二・大伴家持万葉・一七・三九六二・大伴家持)

b.大伴のみ津のとまりに船はてて竜田の山をいつか大伴のみ津のとまりに船はてて竜田の山をいつか大伴のみ津のとまりに船はてて竜田の山をいつか大伴のみ津のとまりに船はてて竜田の山をいつか越えいかむ越えいかむ越えいかむ越えいかむ(故延伊故延伊故延伊故延伊

加武加武加武加武)(万葉・一五・三五九五万葉・一五・三五九五万葉・一五・三五九五万葉・一五・三五九五) （近藤、2000:509-510)

(23)a.바람과바람과바람과바람과 드트렌드트렌드트렌드트렌 여희옛여희옛여희옛여희옛 나리나리나리나리 오라니오라니오라니오라니 앤앤앤앤 히히히히

일허일허일허일허 다다다다 <<<<두시초두시초두시초두시초 8:45b>8:45b>8:45b>8:45b>

b.b.b.b.이팔이팔이팔이팔 쳥츈쳥츈쳥츈쳥츈 졀무나졀무나졀무나졀무나 졀문졀문졀문졀문 년이년이년이년이 늙은늙은늙은늙은 셔방을셔방을셔방을셔방을 무슨무슨무슨무슨 자미로자미로자미로자미로 대리고대리고대리고대리고

살음닛가살음닛가살음닛가살음닛가 이이이이 지지지지 참아참아참아참아 오기오기오기오기는는는는 쓸쓸쓸쓸 식식식식 나나나나 업업업업 어머니어머니어머니어머니

아버지아버지아버지아버지 일이일이일이일이 셔셔셔셔 <<<<산쳔초목산쳔초목산쳔초목산쳔초목 64>64>64>64>
（손세모돌、1996:316-321)
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日本語母語話者の学習者に「어 가다/오다」を教える際の

教師側が気を使う点

①[＋方向性]の動詞がV1の位置に来る場合

日本語は「ていく/くる」を付けない場合もあるが、韓国語は必

ず「어 가다/오다」を けなければならない。

教える際のポイント：〈直示性〉

②「てくる」の用法 ＞ 「어 오다」の用法

〈情意直示〉や〈状態変化〉の「てくる（○）」は「어 오다（×）」

理由：日本語話者が韓国語話者より〈主観的把握〉をする傾向が

ある。

③「ていく」の用法 ＜ 「어 가다」の用法

〈進行する行為/状態が終結の段階に至ることを表す用法〉と

〈正常状態から悪い方への変化〉の用法：「ていく（×）」、「어 가다

（○）」
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5.おわりにおわりにおわりにおわりに①①①① まとめまとめまとめまとめ
� 本論文は、言語の話者としての人間が発話に際して、そ

の前提となる認知的な営み、〈事態〉を自らとの関連で
意味づけ、それに基づいて言語化するという過程、なら
びにその際、言語によって〈好まれる言い回し〉をすると
いう観点から日本語と韓国語の対照研究を行なった 。

� 韓国語には日本語の「ていく/くる」に対応する「어 가다/

오다」があるにもかかわらず、なぜ韓国語話者は「本動
詞」のみで済ましたり、他の表現を用いたりするのか?
認知言語学の〈事態把握〉という概念をもとに考察。

� 従来の日韓対照研究が形式的な面のみに終始しがち
であったのに対し、本論考はそのような形式的な差異の
背後にあるそれぞれの言語の話者の認知的なスタンス
の違いにまで迫って考察した。

2009/09/06 34

5.おわりにおわりにおわりにおわりに②②②②

今後の韓国語教育への提言今後の韓国語教育への提言今後の韓国語教育への提言今後の韓国語教育への提言

� 一見バラバラにみえる文法形式事項であっても、実はそ
の言語を使う話者の認知的な営み(発想)からみれば同
じところから派生。

� 表現の異同は表面的な形式の差として取り上げればよ
いというようなものではない →話者の〈こころ〉に立ち
入ったところでの認知的な営みの差として捉えるという
努力が必要。

今後このような姿勢を反映した教授法や

教材の開発などが望まれる。
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